
令和５年１１月１６日 

環 境 政 策 部 

 

世田谷区環境に関する区民意識・実態調査の実施結果について 

 

令和７年３月策定予定の次期世田谷区環境基本計画策定の基礎資料とするため、区民の環

境に関する意識や行動の実施状況を把握する「世田谷区環境に関する区民意識・実態調査」

を実施した。調査結果について、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

１ 調査期間 

  令和５年８月２日～８月２３日 

 

２ 調査対象、抽出方法 

  満１８歳以上の区民４，０００名（無作為抽出） 

 

３ 有効回収数 

  １，５５８（有効回収率：３９．０％） 

 

４ 調査方法 

  調査対象あてに、郵送により案内を送付。 

  原則インターネット回答（郵送回答希望者には、別途調査票を送付。）。 

 

５ 調査結果等 

  調査結果については、報告書（概要版、本編）のとおり。 

報告書の概要版については、別紙のとおり。 

  報告書の本編については、区ホームページに掲載。 

  ホーム＞目次から探す＞住まい・街づくり・環境＞環境に関する計画・方針等＞環境

に関する区民意識・実態調査について 

  URL:https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/011/010/d00131183.html 
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世田谷区環境に関する区民意識・実態調査 

（概要版） 
 

 

 

世田谷区環境に関する区民意識・実態調査

（概要版）は、令和５年８月に実施した「世田

谷区環境に関する区民意識・実態調査」を要

約したもので、広くその内容を知っていただ

くために作成しました。 

この調査では、「区民の皆さんの環境に配慮

した行動について」などの項目についてお聞

きしました。調査については、世田谷区環境

基本計画の改定の基礎資料として活用して参

ります。 

また、調査結果の詳細「世田谷区環境に関

する区民意識・実態調査」は、世田谷区の区政

情報センター、同コーナー、区立図書館、区の

ホームページなどでご覧いただけます。 

 

（令和５年８月実施） 

【調査項目】 

１ 区民の皆さんの環境への意識について 

２ 区民の皆さんの環境に配慮した行動に

ついて 

３ 区民の皆さんの電気の購入等について 

４ 世田谷区が取り組んでいる環境施策に

ついて 

５ 世田谷の環境に期待することについて 

６ 世田谷区からの案内や情報について 

７ 世田谷区の環境についての意見、要望 

 

 

調査の概要 

対象者   満 18歳以上の世田谷区内在住者 

対象数   4,000人 

抽出方法  住民基本台帳に基づく 

無作為抽出法 

調査方法  郵送配布・原則インターネット回収 

調査期間  令和５年８月２日～８月 23日 

有効回収数 1,558人 

有効回収率 39.0％ 

 
グラフの見方 

１ （複数回答）、（５つまで）と記述されたも

の以外は、選択肢を１つだけ選ぶ設問です。 

２ 小数点第２位を四捨五入しているため、合

計が 100.0％にならないものがあります。 

３ 複数回答の設問については、合計が 100.0

を超えることがあります。 

４ グラフ中の nは、各設問の回答者数を表し

ます。 

 

令和５年 11 月 

世田谷区 
 

別紙 
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回答者の属性 

 

（１）居住地域              （２）性別 

  

（３）年齢                （４）世田谷区在住年数 

  
  

世田谷地域

33.1%

北沢地域

14.8%

玉川地域

22.8%

砧地域

16.4%

烏山地域

12.8%

無回答

0.1%

（ n = 1,558）

男性

45.1%

女性

54.6%

その他
0.3%

無回答

0.1%

（ n = 1,558）

１８～１９歳

1.7%

２０～２４歳

3.8%

２５～２９歳

5.6%

３０～３４歳

7.3%

３５～３９歳

8.0%

４０～４４歳

9.9%

４５～４９歳

12.0%５０～５４歳

12.8%

５５～５９歳

10.7%

６０～６４歳

8.7%

６５～６９歳
4.4%

７０～７４歳
6.3%

７５～７９歳
4.6%

８０歳以上
4.2%

無回答
0.0%

（ n = 1,558）

１年未満

3.3%
１～３年未満

7.6%

３～６年未満

9.2%

６～１０年未満

9.6%

１０～１８年未満

18.7%
１８～３０年未満

21.9%

３０年以上

29.7%

無回答
0.1%

（ n = 1,558）
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（５）職業                （６）世帯人数 

 

（７）居住形態  

  

  

自営業・

事業主

11.9%

会社員・

公務員・

団体職員

45.9%

パート・

臨時職員

14.1%

その他

就業者

0.4%

家事専業

11.6%

学生

4.0% 無職

9.7%

その他

2.4%

無回答

0.0%

（ n = 1,558）

１人

19.4%

２人

30.9%３人

23.6%

４人

20.3%

５人

4.4%

６人

1.2%

７人以上

0.3%

無回答
0.0%

（ n = 1,558）

一戸建て

（持ち家）

39.4%

分譲マンション

（持ち家）

22.5%

店舗併用住宅（持ち家）

1.2%

一戸建て（借家）

2.9%

店舗併用住宅

（借家）

0.4%

民営アパート・
マンション

26.1%

都市再生機構（旧公団）・

公社・都営住宅・区営住宅

2.8%

社宅・官舎・寮・間借り・住み込み

2.8%

ケアつき住宅・老人ホーム

0.1%

その他

1.8%

無回答

0.0%

（ n = 1,558）
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1 区民の皆さんの環境への意識について 

(１) 「環境」分野の関心について 

問 1 あなたにとっての「環境」分野の関心について伺います。次の（１）～（５）の「環境」の項目

について、それぞれ当てはまる番号に１つ〇をつけてください。 

 

 

５項目の「環境」分野の関心について、「高い関心を持っている」は、『（５）たばこマナーやごみのポ

イ捨て、有害鳥獣対策』が 46.7％で最も高く、次いで『（４）公害への取組み』が 37.6％であり、身近な

問題で関心が高い傾向がみられます。その他の３項目については、おおむね３割前後となっています。 

「高い関心を持っている」と「関心を持っている」を合わせると、すべての項目で７割以上が《関心を

持っている》と回答しています。これに「少し関心を持っている」を合わせると９割を超えており、「関

心を持っていない」は『（１）地球温暖化対策などの気候変動への取組み』で 5％を超えやや高いものの、

それ以外の項目は５％以下にとどまっています。 

 

 
  

（ n = 1,558）

凡例 （％）

関
心
を

持
っ

て
い
る

少
し
関
心
を

持
っ

て
い
る

関
心
を

持
っ

て
い
な
い

無
回
答

（１）地球温暖化対策などの気候変動への取組み

（２）省資源化や再利用・再生利用への取組み

（３）みどりや生きものの保全・創出

（４）公害への取組み

（５）たばこマナーやごみのポイ捨て、有害鳥獣対策

高
い
関
心
を

持
っ

て
い
る

27.2

27.2

32.6

37.6

46.7

47.4

49.4

45.3

44.6

40.1

20.3

19.6

18.9

15.5

11.4

5.2

3.9

3.2

2.2

1.9

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0
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２ 区民の皆さんの環境に配慮した行動について 

(１) 省エネ行動について 

問２ あなたの環境に配慮した行動の状況をうかがいます。次の（１）～（１２）の各項目について、

当てはまるものを選んでください。 

 

（１）次のア～ケの省エネ行動について、それぞれ当てはまる番号に１つ○をつけてください。 

また、その他に行っている取組みがあれば記入してください 

 

９項目の省エネ行動について、「いつも行っている」は、『エ こまめに水道の蛇口、シャワーを止める』

において 74.0％と最も高くなっています。 

「いつも行っている」は『エ こまめに水道の蛇口、シャワーを止める』（74.0％）、『オ ご飯は必要

な分だけ炊く、まとめて炊いて余りを冷凍するなどにより、炊飯器の保温時間を減らす』（73.2％）、『イ 

エアコンなどの空調設備を使うときは、設定温度などに気をつける』（70.6％）の３項目で高く、７割以

上となっています。また、『キ 家にいる時はなるべく１つの部屋で過ごす』（56.2％）までの４項目で５

割以上となっています。 

 

 
  

（ n = 1,558）

凡例 （％）

無
回
答

い
つ
も

行
っ

て
い
る

時
々

行
っ

て
い
る

こ
れ
か
ら

行
い
た
い

行
う
つ
も
り
は

な
い

ア 自宅で使っている電気･ガス･水道などの消費量をチェック

イ エアコンなどの空調設備を使うときは、設定温度などに気をつ
ける

ウ 使わない電気機器は、主電源を切ったり、スイッチ付きのタップ
のスイッチを切る

エ こまめに水道の蛇口、シャワーを止める

オ ご飯は必要な分だけ炊く、まとめて炊いて余りを冷凍するなど
により、炊飯器の保温時間を減らす

カ 冷蔵庫に食材を詰め込みすぎないように心がける

キ 家にいる時は、できるだけ１つの部屋で過ごす

ク 家電製品などを購入する時には、ＬＥＤ照明や省エネマークの
ついた家電などの省エネルギーに配慮したものを選ぶ

ケ パソコンなどの電子機器を省エネモードに設定するなど、電源
オプションを利用する

30.2

70.6

42.3

74.0

73.2

45.2

56.2

44.6

38.3

48.5

23.6

39.5

22.5

16.4

36.8

27.9

35.7

39.8

15.4

2.4

10.7

2.2

5.5

12.2

5.4

14.8

13.1

5.9

3.4

7.5

1.3

4.9

5.8

10.5

4.9

8.3

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5
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(２) 資源回収に出している資源（複数回答） 

（２）資源の分別回収のほかに、地域の団体による回収、公共施設や店頭での資源回収が行われてい

ます。あなたが地域の団体や店頭などに出している資源は何ですか。（○はいくつでも） 

 

資源回収に出している資源は、「ペットボトル」が 63.5％と最も高く、次いで「牛乳パック」（37.3％）、

「衣類」（33.1％）、「発泡トレイ」（32.4％）となっています。 

「回収していることを知らない」は 7.1％、「どれも出していない」が 18.2％となっています。 

 

 
  

（ｎ = 1,558）

回収していることを知らない

その他

無回答

ペットボトル

牛乳パック

衣類

発泡トレイ

廃食用油

どれも出していない

63.5

37.3

33.1

32.4

3.2

18.2

7.1

4.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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(３) ごみの削減・リサイクル行動について 

（３）次のア～クのごみの削減・リサイクルの行動について、それぞれ当てはまる番号に１つ○をつ

けてください。また、その他に行っている取組みがあれば記入してください。 

 

８項目のごみの削減・リサイクル行動について、「いつも行っている」は、『ク 新聞・雑誌などは可燃

ごみではなく、資源として出すなど、ごみ・資源の分別を徹底する』において 78.4％と最も高くなって

います。 

「いつも行っている」は『ク 新聞・雑誌などは可燃ごみではなく、資源として出すなど、ごみ・資源

の分別を徹底する』（78.4％）、『イ 生ごみを出す前の水切り』（72.3％）、『ア 買い物袋やマイバックを

持参』（72.1％）、『ウ 食べ残しをしない』（68.0％）『オ 食料等は（予定を考えて）必要な分だけ購入

する』（63.7％）の５項目で５割以上となっています。 

 

 
  

（ n = 1,558）

凡例 （％）

ク

生ごみを出す前の水切り

食べ残しをしない

商品棚の手前にある商品などの販売期限の迫った商品を
積極的に選ぶ「てまえどり」をする

食材等は（予定を考えて）必要な分だけ購入する

割り箸をできるだけ使わず、マイ箸を使う

リサイクルショップやフリーマーケットなどで、
不要な衣類を売ったり、買ったりする

新聞・雑誌などは可燃ごみではなく、資源として出すなど、
ごみ・資源の分別を徹底する

オ

カ

キ

ウ

エ

ア 買い物袋やマイバックを持参

イ

無
回
答

い
つ
も

行
っ

て
い
る

時
々
行
っ

て
い
る

こ
れ
か
ら

行
い
た
い

行
う
つ
も
り
は

な
い

72.1

72.3

68.0

29.3

63.7

44.0

12.7

78.4

23.6

19.4

28.0

46.1

30.2

29.5

39.5

14.4

1.2

6.0

2.8

9.6

4.3

10.8

19.7

4.6

3.1

2.2

1.0

15.0

1.8

15.7

28.0

2.6

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.1

0.1
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(４) 環境に対するその他の取組みについて 

（４）次のア～カの環境に関するその他の取組みについて、それぞれ当てはまる番号に１つ○を 

つけてください。また、その他に行っている取組みがあれば記入してください。 

 

６項目の環境に関するその他の取組みについて、「いつも行っている」は、『ウ 「洗剤は適量を使う」

「料理で使った油はそのまま流さない」など、生活排水への注意』において 70.0％と最も高くなってい

ます。 

「いつも行っている」は、『ウ 「洗剤は適量を使う」「料理で使った油はそのまま流さない」など、生

活排水への注意』（70.0％）、『エ 徒歩、自転車や電車・バスなどの公共交通機関を利用するなど、でき

るだけ環境に配慮した交通手段を利用』（64.6％）の２項目で５割以上となっています。 

 

 
  

（ n = 1,558）

凡例 （％）

ア 自宅などの敷地内や壁面、屋上、ベランダ、生垣などの緑化

イ 雨水や風呂の残り水など利用した打ち水、
窓辺へ緑のカーテンを設置、よしずの活用など、
空調設備に頼り過ぎない工夫

ウ

無
回
答

い
つ
も

行
っ

て
い
る

時
々
行
っ

て
い
る

こ
れ
か
ら

行
い
た
い

行
う
つ
も
り
は

な
い

カ 環境に関するニュースや情報に関心を持っている

「洗剤は適量を使う」「料理で使った油はそのまま流さない」
など、生活排水への注意

エ 徒歩、自転車や電車・バスなどの公共交通機関を
利用するなど、できるだけ環境に負荷がかからない
移動手段を選択

オ 街の清掃などの環境美化、花づくり活動など、
行政や地域の団体が行う環境に関する取組みへの参加

27.0

14.6

70.0

64.6

4.6

33.1

25.5

24.4

22.5

25.9

12.2

49.6

20.1

31.1

5.4

4.7

46.7

11.9

27.1

29.8

1.8

4.7

36.4

5.4

0.3

0.1

0.3

0.1

0.1

0.1
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(５) 環境に配慮した行動を行っているか 

（５）あなたは他の人に比べて、環境に配慮した行動を行っていると思いますか。（○は１つ） 

 

環境に配慮した行動を「どちらかいえば行っていると思う」が 48.4％で高く、「行っていると思う」

（12.1％）と合わせると６割以上となっています。 

 

 

(６) 環境に配慮した行動を妨げている理由（複数回答） 

（６）上記（５）で「どちらかといえば行っていないと思う」、または「行っていないと思う」に 

〇をつけた方にお聞きします。環境に配慮した行動を妨げている理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

（５）で環境に配慮した行動について、「どちらかといえば行っていないと思う」、または「行っていな

いと思う」と回答した方の環境に配慮した行動を妨げている理由は、「生活上の不便・不自由、面倒など

が生じるから」が 55.1％で最も高く過半数となっています。次いで「時間に余裕がないから」（39.9％）、

「成果が感じづらく、意欲が上がらないから」（25.4％）となっています。 

 

 
 

  

ｎ （％）

(1,558)

無
回
答

凡 例

全 体

行
っ

て
い
る
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

行
っ

て
い
る
と
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

行
っ

て
い
な
い
と
思
う

行
っ

て
い
な
い
と
思
う

わ
か
ら
な
い

12.1 48.4 28.9 6.2
2.7

1.7
0.1

（ｎ = 138）

楽しさを感じないから

その他

無回答

必要性を感じないから

生活上の不便・不自由・面倒などが生じるから

時間に余裕がないから

成果が感じづらく、意欲が上がらないから

具体的な取組みとして何をすればいいのかが分からないから

経済的に余裕がないから

関心がないから

55.1

39.9

25.4

21.7

20.3

17.4

15.9

14.5

1.4

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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(７) 再生可能エネルギーの利用 

（７）太陽光・風力・地熱・水力・バイオマスといった再生可能エネルギーは、温室効果ガスを排出

せず、国内で生産でき、地球温暖化対策の一助となります。 

再生可能エネルギーを生活の中で利用していますか。（○は１つ） 

 

平成 30 年度の調査では、再生可能エネルギーを「利用している」は 6.5％でした。今回の調査では再

生可能エネルギーを「利用している」は 6.5％となっており、平成 30 年度から変化はありませんでした

が、「これから利用したい」が 11ポイント余り増加し、51.4％となっています。 

 

 
 

(８) 利用している再生可能エネルギーの種類（複数回答） 

（８）上記（７）で「１ 利用している」に〇をつけた方にお聞きします。 

取り入れている再生可能エネルギーの種類について、次の中から選んでください。 

（○はいくつでも） 

 

（７）で再生可能エネルギーを「利用している」と回答した方が、利用している再生可能エネルギーの

種類は、「太陽光パネルの設置」が 66.7％と最も高く、次いで、「再生可能エネルギー由来の電気の購入」

（25.5％）、「太陽熱の利用」（10.8％）となっています。 

 

 
  

ｎ （％）

(1,558)

(2,232)

利
用
し
て
い
る

こ
れ
か
ら

利
用
し
た
い

利
用
す
る

つ
も
り
は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡 例

令 和 5 年 度

平 成 30 年 度

6.5

6.5

51.4

40.2

8.4

11.3

33.5

40.4

0.1

1.6

（ｎ = 102）

無回答

太陽光パネルの設置

再生可能エネルギー由来の電気の購入

太陽熱の利用

地中熱の利用

その他

66.7

25.5

10.8

1.0

5.9

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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(９) 再生可能エネルギーを利用するつもりがない理由（複数回答） 

（９）上記（７）で「３ 利用するつもりはない」に〇をつけた方にお聞きします。 

利用するつもりがない理由について、次の中から選んでください。（○はいくつでも） 

 

（７）で再生可能エネルギーを「利用するつもりはない」と回答した方が、利用するつもりがない理由

は、「経済的な負担が大きくなるため」が 53.4％で最も高く、次いで「実用性や技術への信頼性が低いた

め」（26.7％）、「取組みに対する成果が感じづらく、意欲が上がらないため」（25.2％）となっています。 

 

 
 

(１０) 自家用車の保有状況 

（１０）あなたのご家庭では自家用車をお持ちですか。（○は１つ） 

 

自家用車については、「持っている」が 46.0％、「持っていない」が 54.0％となっています。 

 

 
  

（ｎ = 131）

その他

無回答

経済的な負担が大きくなるため

実用性や技術への信頼性が低いため

取組みに対する成果が感じづらく、意欲が上がらないため

生活上の不便・不自由・面倒などが生じるため

利用したくても、具体的に何をすればいいのかが分からないため

地球温暖化対策に取組む必要性を感じないなど、意欲を持てない
ため

53.4

26.7

25.2

19.8

18.3

8.4

9.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ｎ （％）

(1,558)

持
っ

て
い
る

持
っ

て
い
な
い

無
回
答

凡 例

全 体 46.0 54.0 0.1
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(１１) 保有している自家用車の種類（複数回答） 

（１１）上記（１０）で「１．持っている」に○をつけた方にお聞きします。 

あなたの家庭の自家用車の種類について、次の中から選んでください。（〇はいくつでも） 

 

保有している自家用車の種類は、「ガソリン車」が 68.3％、「ハイブリット車」が 22.2％となっていま

す。この２種類以外はいずれも１割以下となっています。 

 

 
 

(１２) 環境負荷の低い自動車の購入に関して気になる点 

（１２）上記（１０）で「１．持っている」に○をつけた方にお聞きします。 

電気自動車や燃料電池自動車などは、走行時に二酸化炭素を排出しない環境負荷の低い自動

車です。 

あなたが、環境負荷の低い自動車の購入に関して気になる点を、次の中から選んでください。

（○はいくつでも） 

 

自家用車を所有している方が、環境負荷の低い自動車の購入に関して気になる点は、「充電場所が少な

い、充電時間が長いなど、生活上の不便・不自由・面倒などが生じるため」が 67.0％で最も高く、次い

で「購入費用などの経済的な負担が大きくなるため」（49.0％）となっています。 

 

 
  

わからない

その他

無回答

（ｎ = 716）

ガソリン車

ハイブリット車

ディーゼル車

電気自動車

プラグインハイブリッド車

燃料電池自動車

68.3

22.2

8.0

1.7

1.7

0.1

1.1

0.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

（ｎ = 716）

無回答

充電場所が少ない、充電時間が長いなど、
生活上の不便・不自由・面倒などが生じるため

購入費用などの経済的な負担が大きくなるため

車種が少ない、中古車販売実績が少ないなど、
市場規模が小さいため

性能面や技術面における信頼性が低いため

特に気になる点はない

その他

67.0

49.0

23.6

20.1

9.8

6.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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３ 区民の皆さんのエネルギー使用について 

(１) 電力の購入先を選択する際に重要視すること 

問３ 皆さんの電気の購入などについて、分かる範囲で結構ですので、次の（１）～（３）の各項目

について、当てはまるものを選んでください。 

 

（１）あなたが電力の購入先を選択する際に重要視することを、次の中から選んでください。 

（○は１つ） 

なお、家族が決めている、社宅等で会社が契約しているなど、現在、ご自身で電力の購入先を選

択していない方は、ご自身が購入先を選択すると仮定してお答えください。 

 

電力の購入先を選択する際に重要視することは、「電気料金」が 60.1％で最も高く、次いで「ガス、イ

ンターネット、携帯電話などのサービスとの兼ね合い」（25.7％）となっています。 

 

 

(２) 再生可能エネルギーでつくられた電気を選ぶ価格条件 

（２）あなたのご家庭で、再生可能エネルギー（太陽光発電、水力発電等）でつくられた電気を選ぶ

場合、価格面での条件として当てはまるものを次の中から選んでください。（○は１つ） 

 

再生可能エネルギーでつくられた電気が「価格が他の電気と同程度なら利用したい」が 51.0％で最も

高くなっています。 

 

 
  

ｎ （％） （％）

(1,558)

無
回
答

凡 例

全 体

そ
の
他

電
気
料
金

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー

で
発
電
さ
れ
た

電
気
な
ど
、

発
電
方

法 ガ
ス
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
、

携
帯
電
話

な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
と

の
兼
ね
合
い

電
気
料
金
以
外
の

サ
ー

ビ
ス
（

割
引
や

ポ
イ
ン
ト
な
ど
）

60.1 6.4 25.7 3.8 3.3 0.7

ｎ （％）

(1,558)

無
回
答

凡 例

全 体

価
格
が
他
の
電
気
よ
り

高
く
て
も
積
極
的
に

利
用
し
た
い

価
格
が
他
の
電
気
よ
り

少
し
高
い
程
度
な
ら

利
用
し
た
い

価
格
が
他
の
電
気
と

同
程
度
な
ら
利
用
し
た
い

価
格
が
他
の
電
気
よ
り

安
い
場
合
は
利
用
し
た
い

ど
の
よ
う
な
価
格
で
も

利
用
し
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

2.0 12.7 51.0 24.9 1.3 7.7 0.4
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(３) 再生可能エネルギーを活用した自治体間連携の認知度 

（３）区は、群馬県川場村などをはじめとするエネルギー資源の豊富な自治体と連携することで、区

内での再生可能エネルギーの利用拡大を進めています。このような再生可能エネルギーを活用

した自治体間連携の取組みを、あなたは知っていますか。次の中から選んでください。 

（○は１つ） 

 

再生可能エネルギーを活用した自治体間連携を「知っている」は 8.0％、「聞いたことはあるが、内容

はよく知らない」が 23.2％、「知らなかった」が 68.6％となっています。 

 

  

ｎ （％）

(1,558)

知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は

あ
る
が
、

内
容
は

よ
く
知
ら
な
い

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

凡 例

全 体 8.0 23.2 68.6 0.2

15



 

15 

 

４ 世田谷区が取り組んでいる環境施策について 

問４ 区は、東京都や国の各省庁の行う環境の施策と連携を取りながら、様々な施策を行っています。

区の取組みの状況についてあなたはどう評価していますか。 

次の（１）～（20）について、それぞれ当てはまる番号に１つ○をつけてください。 

 

区が行っている 20の環境施策について、「よく取り組んでいると思う」と「どちらかと言えば、取り組

んでいると思う」を合わせた《取り組んでいる》の割合は、『（５）ごみの分別回収』が 59.2％と最も高

く、５割以上となっています。次いで、『（８）公共施設の緑化や公園などの整備』（49.6％）、『（10）川辺・

水辺の保全』（33.5％）となっています。 

 

  

（ n = 1,558）

省エネルギーに関する周知活動(1)

無
回
答

凡例　　　　　 （％）

よ
く
取
り
組
ん
で

い
る
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
、

取
り
組
ん
で

い
る
と
思
う

普
通

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
、

取
り
組
ん
で

い
な
い
と
思
う

取
組
み
が

不
十
分
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

(5) ごみの分別回収

(15) ごみやたばこの吸い殻などのポイ捨て
防止の啓発

(16)

(7) 樹林地などの貴重な自然環境の保全

(8) 公共施設の緑化や公園などの整備

(6) 区民主体の資源回収活動の啓発や支援

(9) 農業・農地保全による潤いのあるまちづくり

(10) 河川・水辺の保全

(11)

(2) 省エネルギー住宅の普及促進・支援

(3) 太陽光発電などの再生可能エネルギーの
活用に関する啓発や支援

(4) ごみ減量行動の啓発や支援

住まいの緑化や、雨水を貯留・浸透させる
雨水浸透ますや雨水タンクの設置への啓発や支援

(12) 区民・事業者と連携した、
地域の風景の保全や風景づくり

(13) ヒートアイランド現象などによる
街の気温上昇を抑える取組み

(14) 徒歩や自転車利用、公共交通機関による
移動の促進に関する啓発や支援

(20) 環境教育の実施や環境に関する
イベントの開催

歩きたばこや路上喫煙防止の啓発

(17) たばこルールなど、地域の環境に関する
ルールづくり

(18) きれいな空気や水、土壌の確保

(19) 生活騒音、振動、におい・悪臭の抑制

3.3

2.4

2.6

7.0

30.1

11.0

9.6

17.1

6.6

8.5

3.9

7.0

1.8

3.9

7.8

8.9

8.6

4.2

4.2

3.5

20.5

13.2

13.4

23.1

29.1

21.8

20.7

32.5

20.3

24.6

12.9

20.7

10.2

14.3

20.4

20.1

17.8

16.6

16.0

14.6

28.1

28.6

27.4

27.5

26.9

31.0

26.5

27.7

25.7

27.3

25.0

26.1

23.9

30.2

30.4

28.9

30.4

32.2

35.2

30.4

4.6

6.1

7.1

6.6

3.4

5.3

4.5

4.0

7.4

4.7

8.0

6.9

10.9

10.8

8.1

8.5

7.9

6.0

7.6

6.2

6.7

7.4

8.5

7.6

2.9

4.5

6.0

4.7

5.8

4.6

8.7

5.6

13.0

10.8

15.0

17.6

16.2

6.7

7.7

5.1

36.5

41.8

40.6

27.9

7.4

26.1

32.3

13.7

33.8

30.0

41.2

33.4

39.9

29.7

18.0

15.8

18.9

34.1

29.1

40.1

0.4

0.4

0.4

0.3

0.2

0.3

0.4

0.4

0.3

0.2

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.2

0.3
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５ 世田谷区の環境に期待することについて 

問５ あなたが、今後、世田谷区の環境に関する施策の中で、充実させていく必要があると感じるも

のはどれですか。次の中から５つまで選んでください。 

 

区の環境に関する施策について、充実させていく必要があるもの５つを選んでもらった。「太陽光や水

力、地熱などの再生可能エネルギーの利用」が 28.2％で最も高く、次いで「日常生活等における省エネ

ルギーにつながる行動の促進・支援」（27.5％）、「ヒートアイランド現象の抑制」（27.3％）、「公共施設の

緑化や公園などの整備」（25.9％）、「ごみの分別の徹底、リサイクルの推進」（25.8％）となっています。 

 

※１　令和5年度のみある選択肢 ※２　平成30年度のみある選択肢

※３　平成30年度は「太陽光や水力、地熱などの再生可能エネルギー（自然エネルギー）の利用」

※４　平成30年度は「省エネルギー活動」 ※５　平成30年度は「ごみの減量・リサイクル活動」

※６　平成30年度は「カラスなどによる被害への対応」 ※７　平成30年度は「電気自動車など、次世代自動車の普及」

その他

無回答

環境教育、環境学習の推進

電気自動車など、環境負荷の低い自動車の普及（※７）

落書きへの対策

みどりの保全・創出（※２）

ごみ出しマナーの向上、資源の持ち去りの対策（※２）

自転車の利用（※２）

自動車公害対策（※２）

水辺環境の保全・創出

大規模な建物を建てる際の環境への負荷の低減

生活騒音、振動、におい・悪臭の抑制

きれいな空気の確保

きれいな水、土壌の確保

利用時に二酸化炭素を発生しない「水素エネルギー」の活用

地下水の保全など健全な水循環の回復

徒歩や自転車の利用、公共交通機関による移動の促進に関する
啓発や支援（※１）

農業・農地の保全（※１）

自然の持つ様々な機能を有効に活用するグリーンインフラの保全・推進（※１）

地域の風景の保全や風景づくり

太陽光発電など、自然の力を活かした災害対策

省エネルギー住宅の普及促進・支援

太陽光や水力、地熱などの再生可能エネルギーの利用（※３）

日常生活等における省エネルギーにつながる行動の促進・支援（※４）

ヒートアイランド現象の抑制

公共施設の緑化や公園などの整備（※１）

ごみの分別の徹底、リサイクルの推進（※１）

歩きたばこ、路上喫煙の防止

樹林地などの貴重な自然環境の保全（※１）

ごみの減量（※５）

空き地や空き家などへの対応

カラスなどの鳥獣による被害への対応（※６）

ポイ捨ての防止

28.2

27.5

27.3

25.9

25.8

25.0

24.6

23.6

23.4

20.2

17.5

17.1

16.6

15.1

14.4

13.7

12.8

12.3

9.5

9.4

9.4

8.9

8.9

8.5

7.8

6.1

6.0

1.2

0.7

23.7

17.3

33.1

30.1

21.4

24.0

18.3

18.7

12.5

19.6

16.8

22.8

22.4

7.6

12.4

14.5

17.4

7.8

9.1

6.9

8.1

26.5

26.4

11.8

5.9

3.7

5.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

令和5年度 （ｎ = 1,558）

平成30年度 （ｎ = 2,232）
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６ 世田谷区からの案内や情報について 

問６ あなたは、世田谷区の環境（政策）に関する案内や情報を、どのような方法で入手したり、知

ったりしていますか。（○はいくつでも） 

 

世田谷区からの案内や情報を入手できる媒体は、「区のおしらせ（広報紙）など、紙による案内」が 52.6％

と最も高く、次いで、「区ホームページやソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）などによる案

内」（21.1％）となっています。 

年代別にみると、40 歳代より下の年代では「区のおしらせ（広報紙）など、紙による案内」が５割を

下回っており、20歳代以下では３割を下回っています。10歳代から 30歳代では「入手したり、知ること

はない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

（ｎ = 1,558）
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世田谷区民まつりなど区が実施しているイベント

入手したり、知ることはない
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1,558 52.6 21.1 9.4 30.2 1.5 0.4

10歳代 26 23.1 11.5 3.8 65.4 0.0 0.0

20歳代 146 26.7 18.5 8.9 52.1 1.4 0.0

30歳代 237 30.4 24.5 14.8 43.9 0.8 0.0

40歳代 342 41.8 25.1 10.8 34.8 0.9 0.0

50歳代 366 57.9 25.4 7.4 24.3 1.9 0.3

60歳代 205 71.2 19.5 7.3 21.5 1.0 0.0

70歳代 170 88.2 9.4 5.9 7.1 3.5 1.8

80歳以上 66 78.8 9.1 12.1 13.6 1.5 4.5

年
齢
別

全 体
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